
概要：

公益財団法人 家計経済研究所が実施した「現代核家族調査,1999」「現代核家族調査,2008」「共
働き夫婦の家計と意識に関する調査,2014」の実施担当者を講師に迎え、共働き夫婦が増加し、ワー
ク・ライフ・バランスの推進を目指す政策的・社会的な取り組みが行われる中で、夫婦や親子関係
のありようについて、経済面も含めた幅広い視野から捉えることを狙いとした二次分析の成果を報
告します。

日時／場所：

2018年2月21日(水)10：00 - 16：45 22日(木) 13：00 – 16 ：45
東京大学(本郷キャンパス)赤門総合研究棟5階 549 センター会議室

プログラム

二次分析研究会2017 参加者公募型研究 成果報告会

社会調査・データアーカイブ共同利用・共同研究拠点
東京大学 社会科学研究所
附属社会調査・データアーカイブ研究センター

夫婦データを用いた、家計･就業･子育てに関する二次分析

10:00- 開会の挨拶 田中慶子 (家計経済研究所)

第１部 10：05～11：50 ◇司会 藤原 翔(東京大学) ◆コメンテータ 原田 謙(実践女子大学)
(1)「核家族における夫と妻のパーソナル・ネットワークの類型」石田 賢示(東京大学)
(2)「核家族の社会的ネットワーク－家族間紐帯とネットワーク構成の時点間比較－」

乾 順子(大阪経済法科大学)
(3)「夫婦間における性別役割意識が妻の就業に及ぼす影響:夫の家事頻度に着目して」田中 茜(中央大学)
(4)「家庭内の親密性の多様性とその影響」毛塚 和宏(東京大学)

第２部 13：00～14：45 ◇司会 苫米地なつ帆(東京大学) ◆コメンテータ 永井暁子(日本女子大学)
(5)「夫の家事・育児が夫婦生活満足度に及ぼす文脈効果の検討」吉田 崇(静岡大学)
(6)「妻の就業状態別にみた家計管理パターンの規定要因」コルムシ・オリガ(お茶の水女子大学)
(7)「お金に関するコミュニケーションが夫婦関係満足度に与える影響」大瀧 友織(大阪経済大学)
(8)「共働き夫婦の家計と夫婦関係満足度ー妻・夫からみた家計の共同性の検討」鈴木 富美子(東京大学)

第３部 15：00～16：45 ◇司会 王 帥(東京大学) ◆コメンテータ 三輪 哲(東京大学)
( 9) 「ポスト育児期親子のディストレス」森村 繁晴(放送大学)
(10)「性別役割意識における非対称性」髙橋 香苗(明治大学)
(11)「妻の収入と家事・育児分担との関係：共働き夫婦を対象とした研究」伊藤 大将(金沢大学) 
(12)「子どもの家庭経済状況の認識」太田 昌志(東京大学)

第４部 13：00～14：45 ◇司会 鈴木富美子(東京大学) ◆コメンテータ 大石亜希子(千葉大学)
(13)「夫婦の時間配分と生活満足度」戸田 淳仁(リクルートワークス研究所)
(14)「既婚有子女性の就業とネットワーク」中村 由香(生協総合研究所)
(15)「子どもによる母親の就業にたいする意識と家族関係」吉原 千賀(高千穂大学)
(16)「女性の就業による家庭生活への影響―意識要因の検討―」王 帥(東京大学)

第5部 15：00～16：45 ◇司会 元治恵子(明星大学) ◆コメンテータ 佐々木尚之(大阪商業大学)
(17)「夫婦関係満足度に関連する要因の変遷」大島 聖美(茨城大学) 
(18)「親の家事遂行が子どもの家事手伝いに及ぼす影響」森中 典子(お茶の水女子大学)
(19)「家族研究におけるダイアド・データの応用可能性と課題」斉藤 知洋(東京大学)
(20)「きょうだい構成と教育投資――学校外教育費に着目して」苫米地 なつ帆(東京大学)

16:45- 閉会の挨拶 坂口尚文(家計経済研究所)

◆事前の申し込みは不要です
◆お問い合せは、 s-analysis@iss.u-tokyo.ac.jp まで

2月21日

2月22日
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